
10

20

JP 7704004 B2 2025.7.8

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7704004号

(P7704004)
(24)登録日　令和7年6月30日(2025.6.30)(45)発行日　令和7年7月8日(2025.7.8)

(54)【発明の名称】　電流遮断部及びその組立て方法

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｈ 71/02 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｈ 9/34 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｈ 73/06 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｈ 73/18 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｈ 71/02 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｈ 9/34 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｈ 73/06 　　　Ｂ 　　　
　Ｈ０１Ｈ 73/18 　　　Ｚ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-177392(P2021-177392)
(22)出願日　 令和3年10月29日(2021.10.29)
(65)公開番号　 特開2023-66669(P2023-66669A)
(43)公開日　 令和5年5月16日(2023.5.16)

審査請求日　 令和6年9月12日(2024.9.12)

(73)特許権者　 508296738
富士電機機器制御株式会社
埼玉県鴻巣市南一丁目５番４５号

(74)代理人　 100105854
弁理士　廣瀬  一

(74)代理人　 100103850
弁理士　田中  秀▲てつ▼

(72)発明者　 中山  祥太郎
埼玉県鴻巣市南一丁目５番４５号  富士 
電機機器制御株式会社内

審査官　 片岡  弘之

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ス に 、 電 源 側 固 定 接 点 を 有 す る 電 源 側 固 定 接 触 子 と 、 負 荷 側 固 定 接 点 を 有 す る 負 荷  
側 固 定 接 触 子 と 、 前 記 電 源 側 固 定 接 点 及 び 前 記 負 荷 側 固 定 接 点 に 接 離 す る 第 １ 可 動 接 点 及  
び 第 ２ 可 動 接 点 を 両 端 に 設 け た 可 動 接 触 子 と 、 前 記 可 動 接 触 子 を 回 動 さ せ る 可 動 子 ホ ル ダ  
と 、 前 記 電 源 側 固 定 接 点 及 び 前 記 第 １ 可 動 接 点 の 間 で 発 生 し た ア ー ク を 消 弧 す る 電 源 側 消  
弧 部 と 、 前 記 負 荷 側 固 定 接 点 及 び 前 記 第 ２ 可 動 接 点 の 間 で 発 生 し た ア ー ク を 消 弧 す る 負 荷  
側 消 弧 部 と 、 が 収 納 さ れ て い る ２ 点 切 り 方 式 の 電 流 遮 断 部 に お い て 、
　 前 記 ケ ー ス は 、 互 い が 対 向 す る 側 壁 と 、 当 該 側 壁 の 縁 部 か ら 立 ち 上 が る 周 壁 と を 備 え 、  
幅 方 向 に 着 脱 自 在 に 分 割 さ れ た 第 １ 分 割 ケ ー ス 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス で 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス に は 、 前 記 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 延 長 線 上 の 前 記 周 壁 に 、 前 記  
第 １ 可 動 接 点 が 移 動 可 能 な 第 １ 凹 状 部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の  
延 長 線 上 の 前 記 周 壁 に 、 前 記 第 ２ 可 動 接 点 が 移 動 可 能 な 第 ２ 凹 状 部 が 形 成 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 電 流 遮 断 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 源 側 消 弧 部 は 前 記 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 全 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 負 荷 側 消 弧 部  
は 前 記 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 全 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の  
電 流 遮 断 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 源 側 消 弧 部 は 、 グ リ ッ ド 本 体 か ら 前 記 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 両 側 に 一 対 の グ  

請求項の数　7　（全13頁）
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リ ッ ド 腕 部 が 延 在 し 、 前 記 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 に 沿 っ て 層 状 に 配 置 さ れ た 消 弧 グ リ ッ  
ド を 備 え て お り 、
　 前 記 負 荷 側 消 弧 部 は 、 グ リ ッ ド 本 体 か ら 前 記 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 両 側 に 一 対 の グ  
リ ッ ド 腕 部 が 延 在 し 、 前 記 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 に 沿 っ て 層 状 に 配 置 さ れ た 消 弧 グ リ ッ  
ド を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 流 遮 断 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 源 側 消 弧 部 及 び 前 記 負 荷 側 消 弧 部 は 、 前 記 消 弧 グ リ ッ ド の 前 記 一 対 の グ リ ッ ド 腕  
部 を 囲 っ て 前 記 第 １ 可 動 接 点 及 び 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 両 側 に 配 置 さ れ て ア ブ レ ー シ  
ョ ン ガ ス を 発 生 す る 一 対 の 消 弧 部 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 流 遮  
断 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 源 側 消 弧 部 の 前 記 一 対 の 消 弧 部 材 は 、 前 記 電 源 側 固 定 接 点 か ら 前 記 第 １ 凹 状 部 が  
形 成 さ れ て い る 前 記 周 壁 ま で 延 在 し て 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 負 荷 側 消 弧 部 の 前 記 一 対 の 消 弧 部 材 は 、 前 記 負 荷 側 固 定 接 点 か ら 前 記 第 ２ 凹 状 部 が  
形 成 さ れ て い る 前 記 周 壁 ま で 延 在 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 電  
流 遮 断 部 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ て い る 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス に 、 前 記 電 源 側 固 定 接 触 子 及 び 前 記 負 荷 側 固 定 接 触 子 を 組 み 込 む 第  
１ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス に 、 前 記 可 動 接 触 子 及 び 可 動 子 ホ ル ダ を 組 み 込 み 、 前 記 第 １ 可 動 接  
点 が 前 記 第 １ 凹 状 部 に 移 動 し 、 前 記 第 ２ 可 動 接 点 が 前 記 第 ２ 凹 状 部 に 移 動 す る よ う に 、 前  
記 可 動 子 ホ ル ダ を 保 持 す る 第 ２ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス に 、 前 記 電 源 側 消 弧 部 及 び 前 記 負 荷 側 消 弧 部 を 組 み 込 む 第 ３ の 組 立  
て ス テ ッ プ と 、
　 前 記 可 動 子 ホ ル ダ を 回 動 さ せ て 前 記 第 １ 可 動 接 点 及 び 前 記 第 ２ 可 動 接 点 を 前 記 第 １ 分 割  
ケ ー ス の 内 部 に 移 動 さ せ る 第 ４ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 と 前 記 第 ２ 分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 と を 突 き 合 わ せ て 固 定  
す る 第 ５ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ５ の 組 立 て ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 第 １ 分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 に 形 成 し た 前 記 第  
１ 凹 状 部 に 、 前 記 第 ２ 分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 に 形 成 し た 第 １ 凸 状 部 を 嵌 め 込 み 、 前 記 第 １  
分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 に 形 成 し た 前 記 第 ２ 凹 状 部 に 、 前 記 第 ２ 分 割 ケ ー ス の 前 記 周 壁 に 形  
成 し た 第 ２ 凸 状 部 を 嵌 め 込 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 路 遮 断 器 の 内 部 に 主 回 路 の 各 相 に 対 応 し て 配 置 さ れ る ２ 点 切 り 方 式 の 電 流  
遮 断 部 及 び 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 回 路 遮 断 器 の 内 部 に 配 置 さ れ る ２ 点 切 り 方 式 の 電 流 遮 断 部 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に  
記 載 さ れ て い る 電 流 遮 断 部 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 電 流 遮 断 部 は 、 ケ ー ス に 、 電 源 側 固 定 接 触 子 及 び 負 荷 側 固 定 接 触 子 と 、 両  
端 に 電 源 側 固 定 接 触 子 の 固 定 接 点 に 接 離 す る 第 １ 可 動 接 点 及 び 負 荷 側 固 定 接 触 子 の 固 定 接  
点 に 接 離 す る 第 ２ 可 動 接 点 を 設 け た 可 動 接 触 子 と 、 可 動 接 触 子 を 回 動 さ せ る 可 動 子 ホ ル ダ  
と 、 一 対 の 消 弧 装 置 と が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 流 遮 断 部 の ケ ー ス は 、 幅 方 向 に 分 割 可 能 な 一 対 の 分 割 ケ ー ス で 構 成 さ れ て お り 、 一 対  
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の 分 割 ケ ー ス の 各 々 は 、 側 壁 の 全 周 に 所 定 高 さ の 周 壁 が 形 成 さ れ た 部 材 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 ４ ３ ５ ６ ２ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ の 電 流 遮 断 部 を 組 み 立 て る 際 に は 、 一 対 の 分 割 ケ ー ス の う ち の 一 方 の 分 割 ケ  
ー ス に 、 電 源 側 固 定 接 触 子 、 負 荷 側 固 定 接 触 子 、 可 動 接 触 子 、 可 動 子 ホ ル ダ 及 び 一 対 の 消  
弧 装 置 を 収 納 す る 作 業 を 行 う 。 こ の 収 納 作 業 の 際 、 一 方 の 分 割 ケ ー ス の 内 部 に は 、 可 動 接  
触 子 の 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 を 組 み 込 む た め の 組 み 込 み ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が あ る 。
　 し か し 、 分 割 ケ ー ス の 内 部 に 組 み 込 み ス ペ ー ス を 設 け る と 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 の 移  
動 径 路 の 一 部 だ け に 消 弧 装 置 を 配 置 す る こ と が で き ず 、 遮 断 性 能 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 可 動 接 触 子 の 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 に 沿 っ て 一 対 の 消 弧 装 置 を 配  
置 す る こ と で 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 電 流 遮 断 部 を 提 供 す る と と も に 、 ケ ー ス  
の 内 部 に 可 動 接 触 子 の 組 み 込 み ス ペ ー ス を 設 け ず に 電 流 遮 断 部 を 組 み 立 て る こ と が で き る  
電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 電 流 遮 断 部 は 、 ケ ー ス に 、 電 源 側 固  
定 接 点 を 有 す る 電 源 側 固 定 接 触 子 と 、 負 荷 側 固 定 接 点 を 有 す る 負 荷 側 固 定 接 触 子 と 、 電 源  
側 固 定 接 点 及 び 負 荷 側 固 定 接 点 に 接 離 す る 第 １ 可 動 接 点 及 び 第 ２ 可 動 接 点 を 両 端 に 設 け た  
可 動 接 触 子 と 、 可 動 接 触 子 を 回 動 さ せ る 可 動 子 ホ ル ダ と 、 電 源 側 固 定 接 点 及 び 第 １ 可 動 接  
点 の 間 で 発 生 し た ア ー ク を 消 弧 す る 電 源 側 消 弧 部 と 、 負 荷 側 固 定 接 点 及 び 第 ２ 可 動 接 点 の  
間 で 発 生 し た ア ー ク を 消 弧 す る 負 荷 側 消 弧 部 と 、 が 収 納 さ れ て い る ２ 点 切 り 方 式 の 電 流 遮  
断 部 で あ る 。 そ し て 、 ケ ー ス は 、 互 い が 対 向 す る 側 壁 と 、 側 壁 の 縁 部 か ら 立 ち 上 が る 周 壁  
と を 備 え 、 幅 方 向 に 着 脱 自 在 に 分 割 さ れ た 第 １ 分 割 ケ ー ス 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス で 構 成 さ れ  
て い る 。 ま た 、 第 １ 分 割 ケ ー ス に は 、 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 延 長 線 上 の 周 壁 に 、 第 １  
可 動 接 点 が 移 動 可 能 な 第 １ 凹 状 部 が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 延 長 線 上  
の 周 壁 に 、 第 ２ 可 動 接 点 が 移 動 可 能 な 第 ２ 凹 状 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 電 源 側 消 弧  
部 は 第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 全 域 に 配 置 さ れ 、 負 荷 側 消 弧 部 は 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路  
の 全 域 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 は 、 第 １ 分 割 ケ ー ス に 、 電 源 側 固  
定 接 触 子 及 び 負 荷 側 固 定 接 触 子 を 組 み 込 む 第 １ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、 第 １ 分 割 ケ ー ス に 、  
可 動 接 触 子 及 び 可 動 子 ホ ル ダ を 組 み 込 み 、 第 １ 可 動 接 点 が 第 １ 凹 状 部 に 移 動 し 、 第 ２ 可 動  
接 点 が 第 ２ 凹 状 部 に 移 動 す る よ う に 、 可 動 子 ホ ル ダ を 保 持 す る 第 ２ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、  
第 １ 分 割 ケ ー ス に 、 電 源 側 消 弧 部 及 び 負 荷 側 消 弧 部 を 組 み 込 む 第 ３ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、  
可 動 子 ホ ル ダ を 回 動 さ せ て 第 １ 可 動 接 点 及 び 第 ２ 可 動 接 点 を 第 １ 分 割 ケ ー ス の 内 部 に 移 動  
さ せ る 第 ４ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、 第 １ 分 割 ケ ー ス の 周 壁 と 第 ２ 分 割 ケ ー ス の 周 壁 と を 突 き  
合 わ せ て 固 定 す る 第 ５ の 組 立 て ス テ ッ プ と 、 を 備 え て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 流 遮 断 部 に よ る と 、 可 動 接 触 子 の 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 に 沿  
っ て 一 対 の 消 弧 装 置 を 配 置 す る こ と で 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 に よ る と 、 ケ ー ス の 内 部 に 可 動 接 触 子 の 組  
み 込 み ス ペ ー ス を 設 け ず に 電 流 遮 断 部 を 組 み 立 て る こ と が で き る の で 、 可 動 接 触 子 の 第 １  
及 び 第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路 の 全 域 に 一 対 の 消 弧 装 置 を 配 置 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 流 遮 断 部 を 備 え た 回 路 遮 断 器 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 電 流 遮 断 部 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 流 遮 断 部 の 内 部 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 流 遮 断 部 の ケ ー ス を 構 成 す る 第 １ 分 割 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 電 流 遮 断 部 の ケ ー ス を 構 成 す る 第 ２ 分 割 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 電 流 遮 断 部 の 電 源 側 消 弧 部 を 構 成 す る 層 状 に 配 置 し た 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド と 、 一  
対 の 消 弧 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ケ ー ス を 記 載 せ ず に 電 源 側 消 弧 部 を 短 尺 方 向 の 一 方 か ら 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ケ ー ス を 記 載 せ ず に 負 荷 側 消 弧 部 を 短 尺 方 向 の 他 方 か ら 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ 分 割 ケ ー ス に 構 成 部 品 を 組 み 立 て る 手 順 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ 分 割 ケ ー ス に 電 源 側 消 弧 部 及 び 負 荷 側 消 弧 部 を 組 立 て た と き に 第 １ 可 動 接  
点 及 び 第 ２ 可 動 接 点 が 退 避 し て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 比 較 例 の 電 流 遮 断 部 の 組 み 立 て 途 中 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 以 下 の 図 面 の 記 載 に お い て  
、 同 一 又 は 類 似 の 部 分 に は 同 一 又 は 類 似 の 符 号 を 付 し て い る 。 た だ し 、 図 面 は 模 式 的 な も  
の で あ り 、 厚 み と 平 面 寸 法 と の 関 係 、 各 層 の 厚 み の 比 率 等 は 現 実 の も の と は 異 な る こ と に  
留 意 す べ き で あ る 。 し た が っ て 、 具 体 的 な 厚 み や 寸 法 は 以 下 の 説 明 を 参 酌 し て 判 断 す べ き  
も の で あ る 。 ま た 、 図 面 相 互 間 に お い て も 互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な る 部 分 が 含 ま れ  
て い る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 具 体 化 す る た め の 装 置 や 方 法 を 例  
示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 、 構 成 部 品 の 材 質 、 形 状 、 構 造 、 配 置 等 を 下  
記 の も の に 特 定 す る も の で な い 。 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 請  
求 項 が 規 定 す る 技 術 的 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 以 下 の 説 明 で 記 載 さ れ て い る 「 長 尺 方 向 」 、 「 短 尺 方 向 」 、 「 幅 方 向 」 等 の 方 向  
を 示 す 用 語 は 、 添 付 図 面 の 方 向 を 参 照 し て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
［ 回 路 遮 断 器 ］
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る １ 実 施 形 態 の 回 路 遮 断 器 １ を 示 す も の で あ り 、 開 閉 ハ ン ド ル ２ 、  
ト グ ル 式 の 開 閉 機 構 ３ 、 過 電 流 引 外 し 装 置 ４ 及 び 電 流 遮 断 部 ５ を 備 え て お り 、 電 流 遮 断 部  
５ は 、 主 回 路 の 各 相 に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 。 回 路 遮 断 器 １ は 、 開 閉 ハ ン ド ル ２ の Ｏ Ｎ  
／ Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 に よ り 開 閉 機 構 ３ を 介 し て 各 相 の 電 流 遮 断 部 ５ を 開 閉 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
［ 電 流 遮 断 部 ］
　 図 ２ か ら 図 ８ は 、 ２ 点 切 り 方 式 の 電 流 遮 断 部 ５ の 詳 細 な 構 造 を 示 す も の で あ る 。
図 ２ は 、 電 流 遮 断 部 ５ の 筐 体 で あ る 遮 断 部 ケ ー ス ６ を 示 す も の で あ り 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ は  
、 幅 方 向 に 分 割 可 能 な 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、  
図 ３ に 示 す よ う に 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 内 部 に は 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ 、 負 荷 側 固 定 接 触 子  
１ ０ 、 可 動 子 ユ ニ ッ ト １ １ 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ 及 び 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 遮 断 部 ケ ー ス ６ を 構 成 す る 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 側 壁 ７ ａ と 、 側 壁  
７ ａ の 縁 部 か ら 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 周 壁 ７ ｂ ～ ７ ｅ を 備 え て い る 。 周 壁 ７ ｂ の 長 尺  
方 向 の 一 部 に は 、 幅 方 向 の 内 方 に 凹 ん で い る 凹 状 部 １ ４ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 周 壁 ７ ｄ の  
長 尺 方 向 の 一 部 に も 、 幅 方 向 の 内 方 に 凹 ん で い る 凹 状 部 １ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 周 壁 ７  
ｂ ～ ７ ｅ で 囲 ま れ た 側 壁 ７ ａ の 内 側 に は 、 後 述 す る 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ の 回 動 を ガ イ ド す る  



10

20

30

40

50

JP 7704004 B2 2025.7.8(5)

円 弧 形 状 の ガ イ ド 壁 １ ５ ａ , １ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 側 壁 ７ ａ に は 、 後 述 す る 連 結 シ ャ フ  
ト が 挿 通 さ れ る 一 対 の 楕 円 状 の 貫 通 孔 １ ６ ａ , １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ は 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ に 対 し て 幅 方 向 に 略 対 称 に 形 成 さ れ た 部 材 で あ  
り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 側 壁 ８ ａ と 、 側 壁 ８ ａ の 縁 部 か ら 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 周 壁  
８ ｂ ～ ８ ｅ を 備 え て い る 。 周 壁 ８ ｂ ～ ８ ｅ で 囲 ま れ た 側 壁 ８ ａ の 内 側 に は 、 可 動 子 ホ ル ダ  
２ ０ の 回 動 を ガ イ ド す る 円 弧 形 状 の ガ イ ド 壁 １ ７ ａ , １ ７ ｂ が 形 成 さ れ 、 側 壁 ８ ａ に は 、 連  
結 シ ャ フ ト が 挿 通 さ れ る 一 対 の 楕 円 状 の 貫 通 孔 １ ８ ａ , １ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第  
２ 分 割 ケ ー ス ８ の 周 壁 ８ ｂ の 長 尺 方 向 の 一 部 に 、 幅 方 向 の 外 方 に 突 出 す る 凸 状 部 １ ９ ａ が  
形 成 さ れ 、 高 さ 方 向 の 下 部 に 位 置 す る 周 壁 １ ３ ｄ の 長 尺 方 向 の 一 部 に も 、 幅 方 向 の 外 方 に  
突 出 す る 凸 状 部 １ ９ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 周 壁 ７ ｂ ～ ７ ｅ 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 周 壁 ８ ｂ ～ ８ ｅ を  
突 き 合 わ せ て 配 置 す る こ と で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 周 壁 ８ ｂ に 形 成 し  
た 凸 状 部 １ ９ ａ が 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 周 壁 ７ ｂ に 形 成 し た 凹 状 部 １ ４ ａ に 嵌 り 込 み 、 図 示  
し な い が 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 周 壁 ８ ｄ に 形 成 し た 凸 状 部 １ ９ ｂ が 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 周  
壁 ７ ｄ に 形 成 し た 凹 状 部 １ ４ ｂ に 嵌 り 込 ん だ 状 態 で 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー  
ス ８ が 一 体 化 さ れ て 遮 断 部 ケ ー ス ６ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 長 尺 方 向 の 一 方 に 配 置 さ  
れ て お り 、 長 尺 方 向 の 一 方 か ら 他 方 に 向 か っ て ク ラ ン ク 状 に 曲 が っ て 延 在 す る 帯 状 の 導 電  
体 で あ る 。 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 外 部 に 突 出 し て い る 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ の 一 端 ９ ａ に 電 源 側  
端 子 （ 不 図 示 ） が 接 続 さ れ 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ の 他 端 に は 固 定 接 点 ９ ｂ が 設 け ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 長 尺 方 向 の 他 方 に 配 置  
さ れ て お り 、 長 尺 方 向 に 延 在 す る 平 板 帯 状 の 導 電 体 で あ る 。 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ の 遮 断  
部 ケ ー ス ６ の 内 部 側 に は 固 定 接 点 １ ０ ａ が 設 け ら れ 、 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ の 遮 断 部 ケ ー  
ス ６ の 外 部 側 に 位 置 す る 端 部 １ ０ ｂ に 負 荷 側 端 子 （ 不 図 示 ） が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 可 動 子 ユ ニ ッ ト １ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い  
る 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ と 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ に 支 持 さ れ た 棒 状 の 導 電 体 で あ り 、 電 源 側 固 定  
接 触 子 ９ の 固 定 接 点 ９ ｂ 及 び 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ の 固 定 接 点 １ ０ ａ に 接 離 す る 第 1 可 動  
接 点 ２ １ ａ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ を 両 端 に 設 け た 可 動 接 触 子 ２ １ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ は 、 軸 方 向 両 端 開 口 部 を 閉 塞 し た 略 円 筒 状 の 絶 縁 部 材 で あ り 、 外 周 が  
第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の ガ イ ド 壁 １ ５ ａ , １ ５ ｂ , １ ７ ａ , １ ７ ｂ に 摺 動 し  
て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 可 動 接 触 子 ２ １ は 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ の 直 径 方 向 に 挿 通 さ  
れ て 支 持 さ れ て い る 。 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ の 内 部 に は 、 可 動 接 触 子 ２ １ を 図 ３ に お い て 反 時  
計 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 バ ネ ２ ０ ａ , ２ ０ ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ に は 貫 通 孔 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 貫 通 孔  
２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ と 、 遮 断 部 ケ ー ス ６ に 形 成 し た 貫 通 孔 １ ６ ａ , １ ６ ｂ 及 び １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に  
前 述 し た 連 結 シ ャ フ ト が 挿 通 さ れ る 。 連 結 シ ャ フ ト は 、 他 の 相 の 電 流 遮 断 部 ５ の 可 動 子 ホ  
ル ダ ２ ０ に も 挿 通 さ れ て お り 、 開 閉 機 構 ３ の ト リ ッ プ 動 作 に よ り 連 結 シ ャ フ ト を 介 し て 各  
相 の 電 流 遮 断 部 ５ の 開 極 動 作 が 連 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 源 側 消 弧 部 １ ２ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 層 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ と  
、 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ に 一 体 に 配 置 さ れ た 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ は 、 薄 い 平 板 状 に 形 成 さ れ 、 グ リ ッ ド 本 体 ２ ３ ａ か ら 一 対 の グ  
リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 平 行 に 延 在 し て い る 磁 性 体 で あ る 。 こ れ ら 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド  
２ ３ は 、 面 直 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た グ リ ッ ド 本 体 ２ ３ ａ が 、 一 対 の 支 持 板 ２  
５ ， ２ ５ に 挟 ま れ て 支 持 さ れ て い る 。 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 ア ー ク 発 生 時 の 溶  
融 に よ り ア ブ レ ー シ ョ ン ガ ス が 発 生 す る 略 直 方 体 形 状 の 高 分 子 材 料 で あ る 。 一 対 の 消 弧 部  
材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ に は 、 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 複 数 の 腕 挿 入 孔 ２ ４ ａ １ , ２ ４ ｂ １ が  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 一 方 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ の 複 数 の 腕 挿 入 孔 ２ ４ ａ １ に 、 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３  
の 一 方 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ が 挿 入 さ れ 、 他 方 の 消 弧 部 材 ２ ４ ｂ の 複 数 の 腕 挿 入 孔 ２ ４ ｂ  
１ に 、 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ の 他 方 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｃ が 挿 入 さ れ る こ と で 、 複 数 の  
消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ に 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ が 一 体 に 配 置 さ れ て 電 源 側 消 弧 部 １ ２  
が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 構 成 の 電 源 側 消 弧 部 １ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 動 接 触 子 ２ １ の 第 １ 可 動 接 点 ２  
１ ａ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 電 源 側 消 弧 部 １ ２ を 構 成 す る 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ の 一 対 の  
グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 移 動 径 路 Ｒ １ を  
幅 方 向 か ら 挟 み 込 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が  
挿 入 さ れ て い る 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ も 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 移 動 径 路 Ｒ １ を 幅  
方 向 か ら 挟 み 込 ん で い る 。 そ し て 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、  
電 源 側 固 定 接 触 子 ９ の 固 定 接 点 ９ ｂ の 周 囲 か ら 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 周 壁 ７ ｂ （ 及 び 周 壁 ８ ｂ  
） に 接 す る 位 置 ま で 連 続 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ も 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ と 略 同 一 構 造 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 動  
接 触 子 ２ １ の 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 負 荷 側 消 弧 部  
１ ３ の 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ 及 び 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 第 ２ 可 動  
接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ ２ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 む よ う に 配 置 さ れ て お り 、 負 荷 側 固 定 接 触  
子 １ ０ の 固 定 接 点 １ ０ ａ の 周 囲 か ら 遮 断 部 ケ ー ス ６ の 周 壁 ７ ｄ （ 及 び 周 壁 ８ ｄ ） に 接 す る  
位 置 ま で 連 続 し て 配 置 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 電 流 遮 断 部 の 動 作 ］
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 電 流 遮 断 部 ５ の 動 作 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 主 回 路 の 通 電 中 に 過 電 流 が 流 れ て 回 路 遮 断 器 １ の 過 負 荷 引 外 し 装 置 ４ が 作 動 す る と 、 開  
閉 機 構 ３ の ト リ ッ プ 動 作 に よ り 連 結 シ ャ フ ト を 介 し て 電 流 遮 断 部 ５ を 構 成 す る 可 動 子 ユ ニ  
ッ ト １ １ の 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ が 時 計 回 り に 回 動 す る 。 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ の 回 動 に よ り 、 可  
動 接 触 子 ２ １ の 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ が 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ の 固 定 接 点 ９ ｂ か ら 開 離 し て 開  
極 状 態 と な り 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ が 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ の 固 定 接 点 １ ０ ａ か ら 開 離 し  
て 開 極 状 態 と な る 。 そ し て 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ 及 び 固 定 接 点 ９ ｂ の 間 と 、 第 ２ 可 動 接 点  
２ １ ｂ 及 び 固 定 接 点 １ ０ ａ の 間 に ア ー ク が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 源 側 消 弧 部 １ ２ の 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ を 幅 方 向 か ら  
挟 み 込 ん で 配 置 さ れ 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 移 動 径 路 Ｒ １ の 全 域 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の  
た め 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 移 動 径 路 Ｒ １ に お い て 、 固 定 接 点 ９ ｂ 及 び 第 １ 可 動 接 点 ２ １  
ａ の 間 で 発 生 し た ア ー ク の 熱 に よ り 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ が 溶 融 し て ア ブ レ ー シ ョ  
ン ガ ス が 発 生 す る と 、 ア ブ レ ー シ ョ ン ガ ス が 吹 き 付 け ら れ た ア ー ク が 冷 却 さ れ 、 ア ー ク 電  
圧 が 高 め ら れ て 電 流 ピ ー ク が 抑 制 さ れ て い く 。 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 電 源 側 消  
弧 部 １ ２ の 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ の ア ー ク 熱 に よ る 加 熱 を 保 護 し 、 グ リ ッ ド 腕  
部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ を 絶 縁 す る こ と で 、 ア ー ク を グ リ ッ ド 本 体 ２ ３ ａ 側 に 伸 長 し て 消 弧 し て い  
く 。 ま た 、 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 移 動 径 路 Ｒ １ を 幅 方  
向 か ら 挟 み 込 ん で 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 電 磁 反 発 力 の 増 大 に よ る 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ  



10

20

30

40

50

JP 7704004 B2 2025.7.8(7)

の 固 定 接 点 ９ ｂ か ら の 早 期 開 極 と 、 ア ー ク 駆 動 力 の 増 大 に よ り ア ー ク の 伸 長 量 を 増 大 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ の 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ も 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ を 幅 方  
向 か ら 挟 み 込 ん で 配 置 さ れ 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ ２ の 全 域 に 配 置 さ れ て い る  
。 こ の た め 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ ２ に お い て 、 固 定 接 点 １ ０ ａ 及 び 第 ２ 可 動  
接 点 ２ １ ｂ の 間 で 発 生 し た ア ー ク の 熱 に よ り 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ が 溶 融 し て ア ブ  
レ ー シ ョ ン ガ ス が 発 生 し 、 ア ー ク の 冷 却 に よ り ア ー ク 電 圧 が 高 め ら れ て 電 流 ピ ー ク が 抑 制  
さ れ て い く 。 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ の 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２  
３ ｂ , ２ ３ ｃ の ア ー ク 熱 に よ る 加 熱 を 保 護 し 、 グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ を 絶 縁 す る こ と  
で 、 ア ー ク が グ リ ッ ド 本 体 ２ ３ ａ 側 に 伸 長 し て 消 弧 し て い く 。 ま た 、 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部  
２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ ２ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 ん で 配 置 さ れ て い  
る こ と か ら 、 電 磁 反 発 力 の 増 大 に よ る 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 固 定 接 点 １ ０ １ ａ か ら の 早 期  
開 極 と 、 ア ー ク 駆 動 力 の 増 大 に よ り ア ー ク の 伸 長 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 電 流 遮 断 部 の 組 立 て 方 法 ］
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 電 流 遮 断 部 ５ の 組 立 て 方 法 に つ い て 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ９ （ ａ ） ～ （  
ｃ ） 及 び 図 １ ０ （ ａ ） , （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 周 壁 ７ ｃ , ７ ｄ 側 に 電 源 側 固 定 接 触  
子 ９ を 配 置 し 、 周 壁 ７ ｂ , ７ ｅ 側 に 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ に 可 動 子 ユ ニ ッ ト １ １ を 配 置 す る 。  
す な わ ち 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ を 時 計 方 向 Ａ に 回 転 さ せ 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ を 第 １ 分 割 ケ  
ー ス ７ の 内 側 か ら 出 て 周 壁 ７ ｂ の 凹 状 部 １ ４ ａ に 位 置 す る よ う に 退 避 さ せ 、 第 ２ 可 動 接 点  
２ １ ｂ を 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 内 側 か ら 出 て 周 壁 ７ ｄ の 凹 状 部 １ ４ ｂ に 位 置 す る よ う に 退 避  
さ せ た 状 態 で 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ を 保 持 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 内 部 の 電 源 側 固 定 接 触 子 ９ の 固 定  
接 点 ９ ｂ か ら 周 壁 ７ ｂ ま で の 空 間 に 電 源 側 消 弧 部 １ ２ を 配 置 し 、 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ０ の  
固 定 接 点 １ ０ ａ か ら 周 壁 ７ ｄ ま で の 空 間 に 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ を 配 置 す る 。 な お 、 電 源 側 消  
弧 部 １ ２ 及 び 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ を 配 置 し た 後 に 、 可 動 子 ユ ニ ッ ト １ １ を 配 置 す る よ う に し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 内 部 に 電 源 側 消 弧 部 １ ２ を 配 置 す る と 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に  
、 周 壁 ７ ｂ の 凹 状 部 １ ４ ａ に 退 避 し て い る 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ は 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ の 一  
対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の 間 の 移 動 径 路 Ｒ １ （ 図 ３ 参 照 ） の 延 長 線 上 に 配 置 さ れ る 。 ま  
た 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 内 部 に 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ を 配 置 す る と 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う  
に 、 周 壁 ７ ｄ の 凹 状 部 １ ４ ｂ に 退 避 し て い る 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ は 、 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ の  
一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の 間 の 移 動 径 路 Ｒ ２ （ 図 ３ 参 照 ） の 延 長 線 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 、 可 動 子 ホ ル ダ ２ ０ を 反 時 計 方 向 に 回 転 し 、 周 壁 ７ ｂ の 凹 状 部 １ ４ ａ に 退 避 し て  
い た 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ を 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 内 の 移 動 径 路 Ｒ １ 上 に 移 動 し 、 周 壁 ７ ｄ の 凹  
状 部 １ ４ ｂ に 退 避 し て い た 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ を 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 内 の 移 動 径 路 Ｒ １ 上 に  
移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 図 ２ で 示 し た よ う に 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 周 壁 ８ ｂ ～ ８ ｅ を 、 第 １ 分 割 ケ ー ス  
７ の 周 壁 ７ ｂ ～ ７ ｅ に 突 き 合 わ せ て 配 置 し 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 凸 状 部 １ ９ ａ を 第 １ 分 割  
ケ ー ス ７ の 凹 状 部 １ ４ ａ に 嵌 め 込 み 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ の 凸 状 部 １ ９ ｂ を 第 １ 分 割 ケ ー ス  
７ の 凹 状 部 １ ４ ｂ に 嵌 め 込 ん だ 状 態 で 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ 及 び 第 ２ 分 割 ケ ー ス ８ を 一 体 に  
固 定 す る こ と で 電 流 遮 断 部 ５ の 組 立 て が 完 了 す る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 電 流 遮 断 部 の 効 果 ］
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 電 流 遮 断 部 ５ の 効 果 を 説 明 す る 。 先 ず 、 本 実 施 形 態 の 電 流 遮 断 部 ５  
を 組 立 て る 際 に は 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ に 配 置 さ れ る 可 動 接 触 子 ２ １ の 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接  
点 ２ １ ａ , ２ １ ｂ を 、 周 壁 ７ ｂ の 凹 状 部 １ ４ ａ 及 び 周 壁 ７ ｄ の 凹 状 部 １ ４ ｂ に 退 避 さ せ て お  
く こ と で 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ７ の 内 部 に 可 動 接 点 用 の 組 込 み ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が な い 。  
こ の た め 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ １ , Ｒ ２ に 電 源 側 消 弧 部 １ ２  
及 び 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ を 配 置 す る こ と が で き る の で 、 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ は 、 層 状 に 配 置 し た 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ の 一 対 の グ リ ッ ド  
腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 み 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の  
移 動 径 路 Ｒ １ の 全 域 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る と と も に 、 複 数 の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ の 一 対  
の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ を 囲 む よ う に 、 ア ブ レ ー シ ョ ン ガ ス が 発 生 す る 一 対 の 消 弧 部  
材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ が 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 ん で 配 置 さ れ て い る 。 同 様 に 、  
負 荷 側 消 弧 部 １ ３ も 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 み 、 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の  
移 動 径 路 Ｒ ２ の 全 域 に わ た っ て 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ の 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 配  
置 さ れ 、 且 つ 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ が 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 ん  
で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 構 造 か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ａ , ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ １ 、 Ｒ ２ で 、 固  
定 接 点 ９ ｂ 及 び 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ の 間 で 発 生 し た ア ー ク 、 固 定 接 点 １ ０ ａ 及 び 第 ２ 可 動  
接 点 ２ １ ｂ の 間 で 発 生 し た ア ー ク は 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の 溶 融 に よ る ア ブ レ ー  
シ ョ ン ガ ス の 吹 き 付 け で ア ー ク 電 圧 が 高 め ら れ て 電 流 ピ ー ク が 抑 制 さ れ る と と も に 、 一 対  
の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ は 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ , 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ の 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部  
２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ の ア ー ク 熱 に よ る 加 熱 を 保 護 し 、 グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ を 絶 縁 す る こ  
と で 、 ア ー ク を グ リ ッ ド 本 体 ２ ３ ａ 側 に 伸 長 し て 消 弧 し て い く の で 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る  
こ と が で き る 。 ま た 、 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ が 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ , 第 ２ 可  
動 接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路 Ｒ ２ を 幅 方 向 か ら 挟 み 込 ん で 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 電 磁 反 発  
力 の 増 大 に よ る 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ , 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 早 期 開 極 と 、 ア ー ク 駆 動 力 の 増  
大 に よ り ア ー ク の 伸 長 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 電 源 側 消 弧 部 １ ２ 及 び 負 荷 側 消 弧 部 １ ３ を 構 成 す る 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ  
は 、 一 対 の グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ を 囲 む よ う に 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 一 対 の 消 弧  
部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の 間 の 細 隙 寸 法 （ 図 ７ 、 図 ８ に 示 す Ｔ １ , Ｔ ２ ） を 小 さ く 設 定 す る こ と  
が で き 、 そ れ に よ り 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の ア ブ レ ー シ ョ ン ガ ス の 発 生 量 を 増 大  
さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ の 間 の 細 隙 寸 法 Ｔ １ , Ｔ ２ を  
小 さ く 設 定 し た こ と で 、 一 対 の 消 弧 部 材 ２ ４ ａ , ２ ４ ｂ に 挿 入 さ れ て い る グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３  
ｂ ， ２ ３ ｃ の 板 幅 、 板 厚 を 十 分 に 確 保 し 、 電 磁 反 発 力 及 び ア ー ク 駆 動 力 の さ ら な る 増 大 を  
図 る こ と が で き る
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 比 較 例 ］
　 図 １ １ は 、 比 較 例 の 電 流 遮 断 部 ３ ０ を 示 す も の で あ る 。
　 比 較 例 の 電 流 遮 断 部 ３ ０ を 構 成 す る 第 １ 分 割 ケ ー ス ３ １ の 周 壁 ３ １ ｂ ， ３ １ ｄ に は 、 本  
実 施 形 態 で 示 し た 凹 状 部 が 形 成 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ 及 び 第 ２ 可  
動 接 点 ２ １ ｂ を 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ３ １ の 内 側 か ら 退 避 さ せ る こ と が で き な い の で 、 電 源 側  
消 弧 部 ３ ２ 及 び 負 荷 側 消 弧 部 ３ ３ を 配 置 す る ス ペ ー ス の 他 に 、 可 動 子 ユ ニ ッ ト １ １ の 第 １  
可 動 接 点 ２ １ ａ 側 及 び 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ 側 の 組 込 み ス ペ ー ス Ｓ １ , Ｓ ２ を 設 け る 必 要 が あ  
る 。 こ の よ う に 、 第 １ 分 割 ケ ー ス ３ １ の 内 部 に 組 込 み ス ペ ー ス Ｓ １ , Ｓ ２ を 設 け る こ と で 、  
電 源 側 消 弧 部 ３ ２ 及 び 負 荷 側 消 弧 部 ３ ３ は 、 全 て の 消 弧 グ リ ッ ド ２ ３ に グ リ ッ ド 腕 部 ２ ３  
ｂ , ２ ３ ｃ を 設 け る こ と が で き ず 、 第 １ 可 動 接 点 ２ １ ａ 及 び 第 ２ 可 動 接 点 ２ １ ｂ の 移 動 径 路  
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の 一 部 に し か 、 ア ブ レ ー シ ョ ン ガ ス が 発 生 す る 消 弧 部 材 ３ ２ ａ , ３ ３ ａ を 設 け る こ と が で き  
な い 。 し た が っ て 、 比 較 例 の 電 流 遮 断 部 ３ ０ は 、 遮 断 性 能 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１   回 路 遮 断 器
２   開 閉 ハ ン ド ル
３   開 閉 機 構
４   過 電 流 引 外 し 装 置
５   電 流 遮 断 部
６   遮 断 部 ケ ー ス （ ケ ー ス ）
７   第 １ 分 割 ケ ー ス
７ ａ   側 壁
７ ｂ ～ ７ ｅ   周 壁
８   第 ２ 分 割 ケ ー ス
８ ａ   側 壁
８ ｂ ～ ８ ｅ   周 壁
９   電 源 側 固 定 接 触 子
９ ｂ   固 定 接 点 （ 電 源 側 固 定 接 点 ）
１ ０   負 荷 側 固 定 接 触 子
１ ０ ａ   固 定 接 点 （ 負 荷 側 固 定 接 点 ）
１ １   可 動 子 ユ ニ ッ ト
１ ２   電 源 側 消 弧 部
１ ３   負 荷 側 消 弧 部
１ ４ ａ   凹 状 部 （ 第 １ 凹 状 部 ）
１ ４ ｂ   凹 状 部 （ 第 ２ 凹 状 部 ）
１ ５ ａ , １ ５ ｂ   ガ イ ド 壁
１ ６ ａ , １ ６ ｂ   貫 通 孔
１ ７ ａ , １ ７ ｂ   ガ イ ド 壁
１ ８ ａ , １ ８ ｂ   貫 通 孔
１ ９ ａ , １ ９ ｂ   凸 状 部
２ ０   可 動 子 ホ ル ダ
２ ０ ａ , ２ ０ ｂ   付 勢 バ ネ
２ １   可 動 接 触 子
２ １ ａ   第 1 可 動 接 点
２ １ ｂ   第 ２ 可 動 接 点
２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ   貫 通 孔
２ ３   消 弧 グ リ ッ ド
２ ３ ａ   グ リ ッ ド 本 体
２ ３ ｂ , ２ ３ ｃ   グ リ ッ ド 腕 部
２ ４ ａ , ２ ４ ｂ   消 弧 部 材
２ ４ ａ １ , ２ ４ ｂ １   腕 挿 入 孔
２ ５   支 持 板
Ｒ １   第 １ 可 動 接 点 の 移 動 径 路
Ｒ ２   第 ２ 可 動 接 点 の 移 動 径 路
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7704004 B2 2025.7.8(12)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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